
日本とASEAN・インドネシア
－50周年・65周年から未来に向けて－

ＪＪＳ中学部特別記念講演会

2023年４月14日

ASEAN代表部大使 紀谷昌彦



お伝えしたいこと

１．はじめに：なぜ学ぶのか＆何を学ぶのか

２．ASEANとは何か

３．インドネシアとは何か

４．おわりに：どう未来をつくるか
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１．はじめに：なぜ学ぶのか＆何を学ぶのか

皆さんに質問します。

質問毎に考えてもらった後、数人に答えてもらいます。

質問１ インドネシアで好きなものは何ですか？

なぜですか？

質問２ 東南アジアの他の国に行ったことがありますか？

（あれば）どの国がなぜ好きですか？

質問３ インドネシアはじめ東南アジアと比べて、日本が

良いところはどこですか？
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１．はじめに：なぜ学ぶのか＆何を学ぶのか
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１．はじめに：なぜ学ぶのか＆何を学ぶのか

なぜ学ぶのか

→幸せになるために学ぶ。

何を学ぶのか

→好きなことを学ぶ。興味があることを学ぶ。

なぜ学ぶのか、何を学ぶのかがわからない時はどうするか

→自分が幸せなこと、好きなことを考える。

やりたいことがない時はどうするか

→目の前のことに全力で取り組む。そこから自分が見えてくる。

何が大事なのか

→みんな違ってみんないい。他人の人生でなく自分の人生を生きる。
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２．ASEANとは何か（①全体像）

加盟国： 10カ国

（ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、
ミャンマー、フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム）

面積：449万㎢（日本の約12倍、世界の約3.3％）

人口：6.7億人（日本の約6倍、世界の約8.6％）

GDP：3兆3,433億米ドル（日本の約2/3、世界の約3.5％）

1人当たりGDP：4,965米ドル（日本の約1/8、世界の約40％）

貿易額（輸出入計）：2兆7,960億米ドル（日本の約2.2倍、世界の8％）
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ＡＳＥＡＮ基本データ（２０２１年）
人口：約６．７億人（世界の約８．６％）
面積：約４４９万km2（世界の約３％）
ＧＤＰ：約３．３兆ドル（世界の約３．５％）

日本

【カンボジア】
人口： １，６９５万人

ＧＤＰ： ２７０億ドル
ＧＤＰ/人： １，５９１ドル
面積： １８万ｋｍ2

（日本の約半分）
フン・セン首相

【ブルネイ】
人口： ４４万人
ＧＤＰ： １４０億ドル
ＧＤＰ/人： ３１，７２３ドル
面積： ５，７７０ｋｍ2

（三重県とほぼ同じ）
ボルキア国王

【マレーシア】
人口： ３，２７８万人

ＧＤＰ： ３，２７７億ドル
ＧＤＰ/人： １１，３７１ドル
面積： ３３万ｋｍ2

（九州を除いた日本）
アンワル首相

【タイ】
人口： ６，９９５万人

ＧＤＰ： ５，０６０億ドル
ＧＤＰ/人： ７，２３３ドル
面積： ５１万ｋｍ2

（日本の約１．４倍）
プラユット首相

ＡＳＥＡＮ

人口： １億２５６８万人

ＧＤＰ： ４９，３７４億ドル
ＧＤＰ/人： ３９，２８５ドル
面積：３８万ｋｍ2

岸田総理

ミャンマー ラオス

ベトナム

ブルネイ

フィリピン

インドネシア

シンガポールマレーシア

カンボジア

タイ

ＡＳＥＡＮ
【ミャンマー】
人口： ５，４８１万人

ＧＤＰ： ６５１億ドル
ＧＤＰ/人：１，１８７ドル
面積： ６８万ｋｍ2

（日本の約１．８倍）
ウィン・ミン大統領(*)

(*2021年2月以降、
ミン・アウン・フライン国軍司令官が全権掌握。)

【ベトナム】
人口： ９，８１７万人
ＧＤＰ： ３，６２６億ドル
ＧＤＰ/人： ３，６９４ドル
面積： ３３万ｋｍ2

（九州を除いた日本）
トゥオン国家主席

【フィリピン】
人口： １億１１０５万人
ＧＤＰ： ３，９４１億ドル
ＧＤＰ/人： ３，５４９ドル
面積：３０万ｋｍ2

（日本の約８０％）
マルコス大統領

【シンガポール】
人口： ５４５万人

ＧＤＰ： ３，９７０億ドル
ＧＤＰ/人： ７２，７９４ドル
面積： ７２０ｋｍ2

（東京２３区とほぼ同じ）
リー・シェンロン首相

7（出典：IMF World Bank財務省貿易統計）

ASEANは、国の規模、体制、宗教、社会文化が異なる多様な国の集まり

（参考）ASEAN各国と日本の比較

【ラオス】
人口： ７１０万人

ＧＤＰ： １８９億ドル
ＧＤＰ/人： ２，６５４ドル
面積： ２４万ｋｍ2

（本州とほぼ同じ）
トンルン国家主席

【インドネシア】
人口： ２億７，６３６万人

ＧＤＰ： １１，８６１億ドル
ＧＤＰ/人： ４，２９２ドル
面積： １，９２万ｋｍ2

（日本の約５倍）
ジョコ大統領



２．ASEANとは何か（②拡大と深化）

1967年 バンコク宣言で設立（インドネシア・マレーシア・フィリピン・タイ・

シンガポールの５か国、ASEAN5）

1976年 第１回ASEAN首脳会議開催（バリ）、東南アジア友好協力条約（TAC）

ASEAN協和宣言採択、ASEAN事務局設置

1984年 ブルネイ加盟

1992年 ASEAN自由貿易地域（AFTA）創設

1995年以降 ベトナム（1995年）、ラオス・ミャンマー（1997年）、カンボジア
（1999年）が加盟（ASEANが１０か国に、ASEAN10）

2007年 ASEAN憲章調印、2008年発効

2011年 東ティモールが加盟申請（2022年にオブザーバー参加決定）

2012年 RCEP交渉立ち上げ、2020年署名、2022年発効

2015年 ASEAN共同体発足、ASEAN共同体ビジョン2025（10年計画）等採択

2017年 ASEAN設立50周年
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ASEAN５か国外相によるバンコク宣言署名（1967年8月8日）（出典：ASEAN事務局）
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ASEAN憲章（2007年11月20日署名、2008年12月15日発効）

CHARTER OF THE 

ASSOCIATION OF SOUTHEAST NATIONS

PREAMBLE

WE, THE PEOPLES of the Member States of

the Association of Southeast Asian Nations

(ASEAN), as represented by the Heads of State

or Government of Brunei Darussalam, the

Kingdom of Cambodia, the Republic of

Indonesia, the Lao People’s

Democratic Republic, Malaysia, the Union of

Myanmar, the Republic of the Philippines, the

Republic of Singapore, the Kingdom of Thailand

and the Socialist Republic of Viet Nam:

NOTING with satisfaction the significant

achievements and expansion of ASEAN since

its establishment in Bangkok through the

promulgation of The ASEAN Declaration;
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https://asean.org/wp-content/uploads/images/archive/publications/ASEAN-Charter.pdf


２．ASEANとは何か（③対外関係）

1994年 ASEAN地域フォーラム（ARF）初開催（広くアジア太平洋地
域の外相が参加、北朝鮮・南アジア・EUを含む）

1997年 ASEAN+3首脳会議初開催（日・中・韓が参加）

2005年 東アジア首脳会議（EAS）初開催（更に豪・NZ・印が参加）
→2011年以降 米・露が参加

2010年 拡大ASEAN国防大臣会議（ADMM+）初開催（EAS参加国国防
大臣が参加）

→ASEAN中心性：いずれもASEAN議長国（本年インドネシア）が開催

※1989年からAPEC閣僚会議、1993年からAPEC首脳会議開催（ASEANのうちカン
ボジア・ラオス・ミャンマーは未加盟）
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東アジアサミット（EAS）高級事務レベル（SOM）会合（2023年3月8日、於ジャカルタ）（出典：ASEAN事務局）



ＡＳＥＡＮ拡大外相会議（ＡＳＥＡＮ・ＰＭＣ）（２１）

注１：（）内は参加している国・地域・機関の数
注２：下線は環太平洋パートナーシップに関する包括的及び先進的な協定（ＴＰＰ１１）参加国（その他の参加国はメキシコ、ペルー、チリ）

ＡＳＥＡＮ地域フォーラム（ＡＲＦ） （２７）

北朝鮮

ＰＮＧ
（パプアニューギニア）

スリランカ

東ティモール

パキスタン

バングラデシュ

モンゴル

拡大ＡＳＥＡＮ国防相会議（ＡＤＭＭプラス） （１８）

東アジア首脳会議（ＥＡＳ） （１８）

カナダ

米国

東アジア地域包括的経済連携協定（ＲＣＥＰ）（１５）

インド

豪州ＡＳＥＡＮ＋３ （１３）

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）（１０）

中国

日本

韓国インドネシア

カンボジア

シンガポール

フィリピン

ブルネイ

ベトナム

マレーシア

ミャンマー

ラオス

ロシア

タイ

ＥＵ
（欧州対外行動庁）
※各加盟国は参加せず

メコン諸国

ＡＳＥＡＮ事務局

ＮＺ

イギリス

（参考）ASEANの主要枠組み

https://www.mofa.go.jp/mofaj/kaidan/kiroku/g_komura/arc_99/asean99/i_pmc.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asean/arf/index.html
http://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/admm/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/eas/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/fta/j-eacepia/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asean/asean+3/index.html


２．ASEANとは何か（④日本との関係）

1973年 合成ゴムフォーラム設置、日ASEAN関係が開始

1977年 日ASEAN首脳会議初開催、福田ドクトリン表明

1981年 日本アセアンセンター設立

2006年 日ASEAN統合基金（JAIF）設置

2011年 ASEAN日本政府代表部をジャカルタに開設

2013年 対ASEAN外交５原則の発表

日ASEAN40周年特別首脳会議

2023年 日ASEAN50周年特別首脳会議

開催予定（於東京）

日ASEAN友好協力50周年のオフィシャルロゴ・キャッチフレーズと特設ウェブサイト
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①平和に徹し軍事大国にならない
②真の友人として心と心のふれ合う相互信頼関係を築く
③「対等な協力者」の立場で、東南アジア全域にわたる平和と繁栄の構築に寄与

福田総理のマニラ演説（1977年8月17日）
（出典：内閣広報室）

https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press1_001016.html
https://aseanjapan50.jp/


日本ASEAN友好協力50周年記念シンポジウム（2023年2月13日）（出典：ASEAN事務局）（NHKニュース）

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230213/k10013979191000.html


日本ASEAN友好協力50周年：
50年の歩みと今後の展望（外務省）

JAIF：日本ASEAN友好協力50周年記念動画
（日本ASEAN統合基金）

https://youtu.be/lLjFO5rNQDM
https://youtu.be/lLjFO5rNQDM
https://youtu.be/k1rKCVoImrQ


３．インドネシアとは何か（①全体像）

伝統的に親日的な友好協力関係
●国民の５７％が親日的（調査対象国の中で第１位
（２０１７年：ＢＢＣ調査））
●乗用車・二輪車の日本メーカーのシェアは９割以上
●日本語学習者数 約７１万人（世界第２位）
（※第１位は中国）（２０１８年）

豊富な天然資源
●石炭 →世界の生産の８．７％（３位）、

日本の輸入の１１．５％（３位）（２０年）
●天然ガス→世界の生産の１．５％（１１位）、

日本の輸入の２．８％（９位）（２０年）

安定した民主主義の下、成長著しい新興経済大国
●国内外からの投資は高水準で推移
●２０２１年の対インドネシア外国投資において、
日本からの投資は第５位

ＡＳＥＡＮの中核
●世界第４位の人口（２０４４年まで人口ボーナス期）
●世界第１位のイスラム教徒人口
●人口とＧＤＰはＡＳＥＡＮ全体の約４割

世界最大の島嶼国
●東西５，０００km、約１７，０００の島、
６３３の民族、７４７の言語、６つの宗教

●国是「パンチャシラ」に基づく「多様性の中の統一」
●重要なシーレーン「マラッカ海峡」

民主主義等の基本的価値を共有する戦略的パートナー
●援助国・被援助国の関係から、
共に地域・国際社会の課題に取り組む関係へ



（参考）データで見るインドネシア
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東西約５，０００km（米国の東西、東京＝ジャカルタと同距離）

ジャカルタ

メダン

アチェ

スラバヤ バリ島

マカッサル

パプア

ヌサンタラ（新首都予定地）

人口：２．７０億人（２０２０年）（中央統計局）

面積：約１９２万平方キロメートル（日本の約５倍）

民族：約３００（ジャワ人、スンダ人、マドゥーラ人等

マレー系、パプア人等メラネシア系、中華系、

アラブ系、インド系等）

宗教：イスラム教（約９０％）、プロテスタント、

カトリック、ヒンズー教、仏教、儒教。

イスラム教を国教としない世俗国家。

一人当たりＧＮＩ：３，８７０米ドル（２０２０年）

（世銀）

産業：製造業（１９．２％）、商業等（１５．３％）、

農林水産業（１３.２％）、建設業（１０．４％）

※括弧内は実質ＧＤＰ構成比（２０２１年）

在留邦人数：１６，５３９人（２０２１年）

日系企業数：１，７８９社（２０２１年）

軍事：予算約１３６兆ルピア（約１兆６８０億円）

（政府予算の約４．９％、２０２０年予算

陸上兵力約３０万人）

①唯一神への信仰

②公平で文化的な人道主義

③インドネシアの統一

④協議と代議制における英知に

よって導かれる民主主義
⑤インドネシア全国民に対する社会的
公正

インドネシアの国是

「パンチャシラ」

サンスクリット語で

「５つの徳」の意味



３．インドネシアとは何か（②日本との関係）

①伝統的友好国

②ASEANの中核

③シーレーン上の要衝

④日本の資源供給元・市場・投資先

さらに

・ASEANから唯一のG20メンバー

・昨年はG20議長国､本年はASEAN議長国

・今年は日本インドネシア国交樹立65周年

２０１８年外交関係開設６０周年 ２０２１年第２回日インドネシア
外務・防衛閣僚会合（２＋２）



新技術・スタートアップによる
日本とインドネシアの連携

首都移転予定のインドネシアで日系企業が
環境技術をPR（2023年3月20日NHKニュース）

インドネシアのスタートアップがスマホアプリで
愛知県南知多町のデジタル化を推進
（2021年6月20日MOU締結）

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230320/k10014014101000.html
https://www.icmg.com.sg/ja/icmg%E3%80%81%E5%8D%97%E7%9F%A5%E5%A4%9A%E7%94%BA%E3%83%BBqlue%E3%81%A8%E5%AE%98%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%89%B5%E5%9E%8B%E3%81%A7%E3%81%AE%E3%80%8C%E3%81%BE%E3%81%A1%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E3%81%AE/


３．インドネシアとは何か（③ASEAN議長国）

［議長国インドネシアの優先事項］

①ASEANは重要（ASEAN Matters）：
世界が直面する課題に対し、ASEANが中心性を保ち地域の安定性と繁栄の錨に。

国際法や民主主義を維持、ASEANの能力及び有効性を強化、次の20年に向け準備。

②成長の中心地（Epicentrum of Growth）：
保健、食料安全保障、エネルギー安全保障、金融安定性の強化等への取組。

包摂的で持続可能なASEANの経済成長を目指す。

③インド太平洋に関するASEANアウトルック（AOIP）の実施と主流化：
AOIPの４つの優先分野を主流化し、AOIP実施の具体的なプロジェクトを特定。

AOIP実施のためASEANインド太平洋フォーラムを開催。

（SDGｓのためのデジタル開発ユース対話、創造的経済フォーラム、インフラ・フォーラム、ビジネス・投資サミットを含む。)



インドネシアASEAN議長国キックオフイベント（2023年1月29日、於ジャカルタ）



４．おわりに：どう未来をつくるか

●世界を動かすのは「トップダウン」と「ボトムアップ」。
→周年行事の機会を活用して、一人ひとりが今ここから行動する。

●日本と日本人がASEAN・インドネシアと正面から向き合う。
→日本の変革こそ本丸！お互いの強みを生かして課題解決を共創する。

●日本とASEAN・インドネシアの協力で、地域と世界を変える。
→グローバルな課題への解決を地域と世界にスケールアップする。

●「心と心のふれ合い」の信頼で世界をつなぐ。
→皆さんが主役！日本とASEAN・インドネシアを結んで、
未来の担い手になる。

あらゆる課題は皆さんを待っている。情熱と努力で世界は変えられる。



４．おわりに：どう未来をつくるか

●「トップダウン」と「ボトムアップ」の実践に向けて・・・

「日本は、ASEANやインドネシアとどのような関係を築いていくべ
きか、日本の総理大臣に提言してください。」

「それを実現するために、今、このジャカルタで、自分たちは何を
やるか、決意表明してください。」


